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If「+嘘倒産醐印…地蜘の ま つ て歯切れの良 い 花 ラ ツ キ ヨ ウ の原料 と な る 。 福井 T

ラ ッ キ ョ ウ | 県 で は 一子一 と ん どで 械の ラ ツ キ ヨ j
ウ の両端 を切 り 取 っ て タ イ コ 型 に し て加工 し て い る 。 .j.

+ 福井県農業試験場生産環境部 挙 参 詣 存) 端 (ハ ナ) を切 る こ と か ら 花 ラ ッ キ ョ ウ の 名 が生 ま れ ;
; た と も 言わ れて い る 。 ; T ラ ッ キ ョ ウ の昨今

+ ラ ツ キ ヨ ウ の 原E度E は 中 国で， 北九州地方 を起点 に， 地元農試の生 い立ち + 
+ 全国 に普及 し た と さ れて い る 。 奈良|時時代 に は， 既に栽 福井県農業試験場 は， 明治 3幻3 年 に発足 し た福井県農 4;ド 「F

培恥 悶の伺記向…る 当M用糊…(噛殺糊菌 利尿 発軒汗 会錨段陣一事開繍場蜘カがt 一 に …

な ど) と し て 利用 さ れ， 食用作物 と な つ た の は 江戸時 試験場 と な り ， 今 日 に 至 つ て い る 。 そ の 間 に 蚕業部門

; 代初期 と 考 え ら れて い る 。 ラ ッ キ ヨ ウ の語源 は ラ ツ ケ の併合， 廃止， 試験地の統廃合な ど数回 の組織機構改 f
+ ウ で， r練韮J よ り き て い る 。 韮に似て， そ れ よ り 辛い 草が行われ， 昭和 40 年 に 現在地へ移転 し て い る 。 周辺 +
4 と い う 意味の よ う であ る 。 味 は 辛 い が臭味 は少な し は 田 岡地帯で， 研究対象 は 水稲， 畑作物， 野菜， 果樹， .j. 
3 コ リ コ り と し て歯切れが良 く ， 漬物 と し て 愛好 さ れて 花 き ， 食品加工等広い分野 を 受 け持 っ て い る 。 育種部 3
; い る 。 ま た ， 深植 え に よ っ て軟 白 化 し た ラ ッ キ ヨ ウ を， 門では， 水稲の ホ ウ ネ ン ワ セ ， コ シ ヒ カ リ ， ハ ナ エ チ ;
f エ シ ャ ロ ッ ト と し て生の ま ま 食 さ れ る こ と も あ る 。 ゼ ン な ど幾多 の 品 種 を 生み 出 し て い る 。 ラ ッ キ ョ ウ に f

ラ 赫峨一…紫純駒一…色伽問一一…の岐帆…美凱一…し川巾花杭を つ け 結笑 お て 糊出一一種配問一の崎峨育献一←成U…一一ネげ仇…一一ダ作一一ニ一一一白曲師色飯疫…
な い 栄養繁殖性の野菜であ る 。 10 月 下句 か ら l孔l 月 上 害虫防除対策， 加工品 の安定化 な ど広い範囲 に わ た つ

…劃一…湘糊肌出札し 赫………の侃仰仰一花仰伽カが2
は産地の風物詩 と な つ て い る 。 花の可憐 さ は テ レ ビ ド る 。

ラ マ の題名 に も な っ た ほ どで あ る 。 t
+ ラ ッ キ ョ ウ は栄養繁殖性の野菜であ る こ と か ら ， 品 産地の あ れ ニ れ + 
品 種の分化 は あ ま り 進んでい な い。 各地で栽培 さ れて い 福井県 に お け る ラ ッ キ ョ ウ 栽培 は， 九頭竜川左岸， .j. 
3 る た め福井在来 と い う よ う に土地の名前がつ い た も の 日 本海 に 面 し た 三里浜砂丘地 で 1 77 ha 栽培 さ れ て い よ
f が多 い が， こ れ は ほ と ん ど 「 ラ ク ダ」 と い う 品種で， る 。 海岸線の長 さ が三里 (約 12 km) あ る こ と か ら 「三 f
f こ の ほ か に 「八房J， r玉 ラ ッ キ ョ ウ j 等 も あ る 。 ラ ク 里浜」 の地名 が で き た と さ れて い る 。 現在， ラ ツ キ ョ f
+ ダ は 大球， 長卵形， 白 色で品質が よ く 収量 も 多 い。 ウ の ほ か ス イ カ ， グダ9イ コ ン， メ ロ ン な どが栽培 さ れて +

翌年の 6 月 か ら 収穫 を 行 う (一年掘 り 栽培 と 呼ぶ) 入。 し 畑地化 し ， 良イ作乍物 を 定着 さ せ る ま で に 長 い苦悩の歴史; 通蹄常 ラ…ツ汁山一キ打山一ヨ刊ウ
か し， 1 か所 に 2 球ずつ植 え 付 け， そ の翌年に収穫せ があ っ た。 T 

f ず， 翌々 年の 6 月 か ら 収穫す る 栽培法 (三年子栽培 と 本地域 に お け る ラ ッ キ ョ ウ 栽培 は ， 明治初期 に 地元 f
-1- I呼ぶ) では， 作付期間中 に分球 を繰 り 返す こ と に な り ， の て ぐ す商人が和歌山 県 か ら 持 ち 帰 っ た ラ ッ キ ョ ウ を +
+ 1 球の 種 ラ ッ キ ョ ウ が 50�60 球 と な り ， 小粒で実が し 少数の人が栽培 し た の が最初 と さ れて い る 。 し だ い に 品
-1- -1-

j i  
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f そ の量が増 え ， 大正 10 年頃には 県外の青果市場に出荷 t 
f し始めた。 しかし， 当 時 は生ラッキョウ と して俵に詰 醒雷麗璽覇軍摺血盟盟国醐回国- ・E・-園田 T 
4 めて出荷していたた めに， 輸送中にむれて腐敗した り ， 盟盟国富麗麗盟副圃圏置置園田圃盟国園田.. 園田置園圃. + 
4 変色したり， あるいは発芽する も の も あり， そ の対応 置園瞳富盟睡眠盟国置盟関画漕菌1111器量盟国園田 4 
Z に大変苦慮した。 そ こ で昭和 2 年頃， 京阪の漬物商人 盟瞳輔輯翻盟団置臨画E措置瞳111圏直E臨画圃園田園圃 i 
; の指導に よ り塩漬加工を始め， こ れを 「三里浜の花ラ 圏覇盤磯!明畑幽圃園周隈曹盟国・ ; + ッキョウ」 と して出荷した。 こ れが好評で全国的に版 画盟盟酷婚記殺説組盟悶圃堕聾現・臨曙溜圃圃圃・・I t 
+ 売する よ う にな っ た。 そ の後， 特産農業協同組合が結 間期蹴鱒隅隅開閉守田明f""q _E" で + 正正 ふ成され， 加工 ・ 貯蔵施設な どを整備し， ラッキョウの 園田 A.ch ， nense 自 X A にepa(totdlI X A 叩仁川!QW'】.. t 圃園田園置 ・一一千二工 ・ ・・・・・ + 瓶詰め ， 味付け小袋な どの多 く の加工品が販売されて 珊園田甲孟逼ーー園田ー一ーーニニニ + 

いる。 三里浜砂丘地で収穫さ れるラッキ ヨ ウ約 2 ， 300 t ラ ッ キ ョ ウ 臥 赤 タ マ ネ ギ と の雑種 ( 中央) ， 黄 タ マ ネ ; 
は ， すべて こ の特産農協に集荷 さ れ， 生， 塩漬け， I床 ギ と の雑種 (右 t

+ 
付 げ と して全国に出荷されている。 +

; ラッキ ヨ ウから は 非病原性の フ ザリウム菌が よ く 分 ;j 産地 と試験研究 離される。 こ の フ ザリウム菌液にラッキョウ種球を同
+ ラッキ ヨ ウの病害には， 冬季に腐敗を引 き 起 こ す 白 潰して植 え付ける と ， 乾腐病の発病が抑制 さ れる。 こ f
f 色疫病 と ， 夏季に腐敗を引 き 起 こ す乾腐病(別名 : 夏 の非病原性 フ ザリウム菌を用いた生物的防除法 は ， 新 f
+ 腐れ病) がある。 しかし， こ れら について は有効薬剤 たな防除法 と してウ イ ルス フ リーラッキョウに対して +
+ _ � � � �L � � . . _ � _�，. .� _ �. "  • . • • •  • '̂ = . . . L .. . + 4 の使用や乾腐病は 三 年子栽培で発生 が少ない こ と か も 検討がなされている。 +
; ら ， 本県で は そ れ ほ ど問題になら なく なっ た。 害虫で わ が国の伝統的食品 と して安定していたラッキ ヨ ウ ;
十 はネダニが古く から 重視 されており， 有機リ ン剤に対 の消費 も ， 近年若者を中心にラッキョウ離れが見ら れ i
f し抵抗性の個体群が出現し， 防除を一層困難にしてい る。 そ こ で新たな用途が開発さ れ， こ れ ま での甘酢漬 f
+ た。 しかし， 近年， 代替剤が開発され， 現地で は防除 けのほ かに ワ イ ン漬， キムチ漬， 花ら っ き ょ う ラー メ +
4 に新しい見通しが得ら れている。 ま た， ラッキョウに ンな どが商品化されている。 ま た， 子房培養によ っ て A

U
明り う な酬の現れな ニ ン ニク潜在ウイ ス … 作り出す試みカ … ラ キ 3 

(GLV) をは じ め， 数種のウ イ ルス が感染している こ と ウ と ネギ， タマネギ， 赤タマネ ギ と の間で赤色のラッ f
が明 ら かにな っ ている。 こ のた め， 茎頂埼養に よ っ て キョウな ど種間雑種が作出さ れ， 新 たなラッキョウ と f
フ リー化する と 共に， フ リー球を大量増 殖する技術が して研究の進展に期待がかかる。 .j.

; 確立した。 現地で は隔離園場を設置し， ウイルス フ リ 以上の よ う に， ラッキョウをめ ぐ る情勢は厳しいが， i
t -球の供給が行わ れている。 しかし， フ リー化に伴 つ 研究機関 は産地 と 協力 し， 生産の安定 と 一層の消費拡 ;
; て闘病の発生時 く 問題 と な っ ている。 大に向けて努力を重ねる必要がある。 ; 
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